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1. 平成29年3月期の連結業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期 4,448 15.1 226 △12.0 223 △11.2 121 △52.0

28年3月期 3,865 2.9 257 73.2 251 77.8 253 47.1

（注）包括利益 29年3月期　　121百万円 （△52.1％） 28年3月期　　253百万円 （46.3％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年3月期 42.71 42.10 14.8 10.7 5.1

28年3月期 92.42 ― 46.7 19.3 6.7

（参考） 持分法投資損益 29年3月期 ―百万円 28年3月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期 2,798 975 34.9 331.95

28年3月期 1,375 669 48.7 243.98

（参考） 自己資本 29年3月期 975百万円 28年3月期 669百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

29年3月期 598 △54 269 1,066

28年3月期 184 △43 △37 252

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

29年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

30年3月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,500 30.1 △25 ― △27 ― △16 ― △5.45

通期 5,600 25.9 135 △40.4 130 △41.8 71 △41.3 24.34



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　有

新規 1 社 （社名）
株式会社タイムインターメ
ディア

、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

（注）　詳細は、添付資料P.10 「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧下さい。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期 2,937,953 株 28年3月期 2,745,000 株

② 期末自己株式数 29年3月期 ― 株 28年3月期 ― 株

③ 期中平均株式数 29年3月期 2,849,833 株 28年3月期 2,745,000 株

（参考）個別業績の概要

平成29年3月期の個別業績（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期 3,526 1.9 103 △51.0 99 △51.5 43 △80.3

28年3月期 3,461 2.0 210 51.0 204 18.7 221 8.1

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

29年3月期 15.35 15.13

28年3月期 80.87 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年3月期 1,838 897 48.8 305.61

28年3月期 1,311 670 51.1 244.20

（参考） 自己資本 29年3月期 897百万円 28年3月期 670百万円

※ 決算短信は監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資
料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧下さい。

（決算説明会内容の入手方法）

当社は、平成29年５月31日（水）にアナリスト説明会を開催する予定です。この説明会の資料については、開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定で
す。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

 当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の各種政策の効果もあり、企業収益や雇用情勢に改善が見られ、緩

やかな回復基調が続きました。一方、中国やアジア新興国、資源国等の景気減速や英国のＥＵ離脱問題、米国大統

領選挙の影響による為替や株価の変動など、海外経済の不確実性の高まりや金融資本市場の変動の影響が懸念され

ており、先行き不透明な状況が続いております。 

 このような状況の下、当社グループはクライアント企業がより戦略的で有効な顧客接点（チャネル）を構築し、

企業価値を最大化しうる顧客対応が実現できるよう当社の持つコンサルティング、ＩＴ、アウトソーシングのノウ

ハウを活用したトータルな支援を行ってきました。 

 一方、東証マザーズ上場に伴う各費用等の発生や厳しい環境下での積極的な採用活動に伴う採用費の増加等によ

り、販売費及び一般管理費が増加しました。 

 以上の結果、当連結会計年度の売上高は4,448,183千円（前連結会計年度比15.1％増）、営業利益は226,664千円

（同12.0％減）、経常利益は223,291千円（同11.2％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は121,720千円（同

52.0％減）となりました。 

 セグメント別の状況は次のとおりであります。 

 ＩＴ＆コンサルティング事業におきましては、ストックビジネスであるＣＲＭ ＩＴサービスは堅調に推移しま

したが、コンサルティングサービスでは新規案件は獲得しているもののＩＴ派遣案件の縮小や見込んでいた大型案

件の失注がありました。また、グループの技術力向上及び新たな事業領域への展開を目的として株式会社タイムイ

ンターメディアの株式を取得し新たに連結子会社となりました。この結果、売上高は2,268,152千円（前連結会計

年度比25.8％増）、営業利益は569,584千円（同3.3％増）となりました。 

 アウトソーシング事業におきましては、既存顧客案件が堅調に推移するとともに新規案件も売上利益に寄与して

きた結果、売上高は2,180,030千円（前連結会計年度比5.7％増）、営業利益は382,759千円（同9.9％増）となりま

した。 

 

（２）当期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

（資産の部） 

 当連結会計年度末における資産合計は、前連結会計年度末より1,422,630千円増加し、2,798,141千円となりまし

た。これは主に、前連結会計年度末より現金及び預金が817,206千円、のれんが283,536千円、売掛金が199,928千

円増加したこと等によるものであります。

 

（負債の部） 

 当連結会計年度末における負債合計は、前連結会計年度末より1,117,119千円増加し、1,822,893千円となりまし

た。

 これは主に、借入金が768,104千円増加したこと、買掛金が207,919千円増加したこと等によるものであります。

 

（純資産の部） 

 当連結会計年度末における純資産合計は、親会社株主に帰属する当期純利益121,720千円を計上したことに伴

い、利益剰余金が前連結会計年度末より121,720千円増加したこと及び新株の発行による資本金、資本剰余金が

184,169千円増加したことにより975,248千円となりました。

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比べ813,606

千円増加し、期末残高は1,066,254千円となりました。 

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、598,215千円（前連結会計年度は184,019千円の収入）であります。これは主

に、税金等調整前当期純利益が214,639千円、棚卸資産の減少が213,557千円、減価償却費が119,490千円があった

ことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、54,217千円（前連結会計年度は43,141千円の支出）であります。これは主に、

貸付金の回収による収入が62,941千円あったものの、無形固定資産の取得による支出61,736千円、子会社株式の取

得による支出47,168千円があったことによるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は、269,608千円（前連結会計年度は37,487千円の支出）であります。これは主

に、長期借入金の収入300,000千円、株式の発行による収入119,025千円があったことによるものであります。

 

（４）今後の見通し

 今後の見通しにつきましては、国内経済は引き続き緩やかな景気回復が期待される一方、米国の新政権での影響

や欧州の政治情勢等、より一層不透明な経営環境が続くと予想されます。 

 このような環境の中、翌連結会計年度（平成30年３月期）の連結業績見通しにつきましては、売上高5,600百万

円(前年同期比25.9％増）、営業利益135百万円（同40.4％減）、経常利益130百万円（同41.8％減）、親会社株主

に帰属する当期純利益71百万円（同41.3％増）を予想しております。 

 また、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

 

 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、国際的な事業展開や資金調達を行っておりませんので、日本基準に基づき連結財務諸表を作成して

おります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
（平成28年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成29年３月31日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 252,648 1,069,854 

売掛金 471,850 671,779 

開発事業未収入金 40,953 37,468 

仕掛品 12,729 76,033 

前払費用 27,543 52,038 

繰延税金資産 109,104 79,560 

その他 2,791 2,403 

貸倒引当金 － △1,003 

流動資産合計 917,621 1,988,134 

固定資産    

有形固定資産    

建物 86,425 124,293 

車両運搬具 16,737 16,737 

工具、器具及び備品 96,959 114,416 

リース資産 64,165 55,421 

建設仮勘定 － 29,993 

減価償却累計額 △182,227 △240,337 

有形固定資産合計 82,060 100,525 

無形固定資産    

電話加入権 3,820 3,820 

ソフトウエア 261,486 193,519 

のれん － 283,536 

ソフトウエア仮勘定 － 34,626 

無形固定資産合計 265,307 515,502 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,667 6,728 

敷金及び保証金 76,434 100,028 

長期貸付金 － 312 

保険積立金 18,695 18,994 

繰延税金資産 12,011 54,524 

その他 712 13,391 

投資その他の資産合計 110,521 193,978 

固定資産合計 457,889 810,006 

資産合計 1,375,511 2,798,141 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
（平成28年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成29年３月31日） 

負債の部    

流動負債    

買掛金 27,294 235,214 

短期借入金 100,000 249,721 

1年内返済予定の長期借入金 33,336 252,830 

リース債務 12,517 5,224 

未払金 227,279 282,756 

未払費用 27,127 35,290 

未払法人税等 54,076 27,826 

未払消費税等 38,482 62,079 

未払事業所税 5,579 5,739 

前受金 16,059 75,548 

預り金 10,142 18,721 

賞与引当金 106,995 119,630 

流動負債合計 658,887 1,370,581 

固定負債    

長期借入金 41,662 440,551 

リース債務 5,224 － 

資産除去債務 － 11,760 

固定負債合計 46,886 452,311 

負債合計 705,774 1,822,893 

純資産の部    

株主資本    

資本金 493,783 597,029 

資本剰余金 454,776 535,699 

利益剰余金 △279,451 △157,730 

株主資本合計 669,107 974,998 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 628 249 

その他の包括利益累計額合計 628 249 

純資産合計 669,736 975,248 

負債純資産合計 1,375,511 2,798,141 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    （単位：千円） 

 
 前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

売上高 3,865,034 4,448,183 

売上原価 2,894,938 3,403,746 

売上総利益 970,096 1,044,436 

販売費及び一般管理費 712,556 817,772 

営業利益 257,539 226,664 

営業外収益    

受取利息及び配当金 37 42 

助成金収入 － 1,948 

その他 385 573 

営業外収益合計 423 2,564 

営業外費用    

支払利息 3,254 3,118 

支払手数料 3,244 1,327 

株式交付費 － 1,310 

その他 3 181 

営業外費用合計 6,503 5,937 

経常利益 251,459 223,291 

特別利益    

固定資産売却益 2,119 － 

投資有価証券売却益 958 92 

特別利益合計 3,077 92 

特別損失    

固定資産除却損 6,224 － 

減損損失 － 8,744 

特別損失合計 6,224 8,744 

税金等調整前当期純利益 248,312 214,639 

法人税、住民税及び事業税 49,006 37,943 

法人税等調整額 △54,394 54,975 

法人税等合計 △5,387 92,918 

当期純利益 253,700 121,720 

親会社株主に帰属する当期純利益 253,700 121,720 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
 前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当期純利益 253,700 121,720 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △161 △379 

その他の包括利益合計 △161 △379 

包括利益 253,538 121,341 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 253,538 121,341 

非支配株主に係る包括利益 － － 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

            （単位：千円） 

  株主資本 その他の包括利
益累計額 

純資産合計 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計 
その他有価証券
評価差額金 

当期首残高 493,783 454,776 △533,151 415,407 790 416,198 

当期変動額             

親会社株主に帰属する当期純利
益     253,700 253,700   253,700 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）         △161 △161 

当期変動額合計 － － 253,700 253,700 △161 253,538 

当期末残高 493,783 454,776 △279,451 669,107 628 669,736 

 

当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

            （単位：千円） 

  株主資本 その他の包括利
益累計額 

純資産合計 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計 
その他有価証券
評価差額金 

当期首残高 493,783 454,776 △279,451 669,107 628 669,736 

当期変動額             

新株の発行 103,246 80,923   184,169   184,169 

親会社株主に帰属する当期純利
益     121,720 121,720   121,720 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）         △379 △379 

当期変動額合計 103,246 80,923 121,720 305,890 △379 305,511 

当期末残高 597,029 535,699 △157,730 974,998 249 975,248 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
 前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

 当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 248,312 214,639 

減価償却費 115,701 119,490 

減損損失 － 8,744 

資産除去費用 11,990 5,803 

のれん償却額 － 4,805 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △115 222 

賞与引当金の増減額（△は減少） 13,599 △4,215 

受取利息及び受取配当金 △37 △42 

支払利息 3,254 3,118 

支払手数料 3,244 1,327 

株式交付費 － 1,310 

投資有価証券売却損益（△は益） △958 △92 

固定資産除売却損益（△は益） 4,105 － 

売上債権の増減額（△は増加） △52,961 △48,887 

開発事業未収入金の増減額（△は増加） △40,953 3,485 

たな卸資産の増減額（△は増加） 7,561 213,557 

前払費用の増減額（△は増加） 3,371 △8,747 

仕入債務の増減額（△は減少） △30,481 155,979 

未払費用の増減額（△は減少） △40 △187 

未払消費税等の増減額（△は減少） △75,877 22,920 

前受金の増減額（△は減少） △18,631 △22,927 

預り金の増減額（△は減少） △1,393 821 

その他 6,152 1,728 

小計 195,843 672,855 

利息及び配当金の受取額 37 42 

利息の支払額 △3,252 △2,962 

手数料の支払額 △3,244 △1,327 

法人税等の支払額 △7,370 △70,393 

法人税等の還付額 2,006 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 184,019 598,215 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

資産除去債務の履行による支出 △9,100 － 

有形固定資産の取得による支出 △23,052 △6,579 

無形固定資産の取得による支出 △26,716 △61,736 

有形固定資産の売却による収入 2,119 － 

投資有価証券の取得による支出 △610 △609 

投資有価証券の売却による収入 2,380 351 

貸付金の回収による収入 － 62,941 

敷金及び保証金の差入による支出 － △216 

敷金及び保証金の回収による収入 12,156 － 

定期預金の預入による支出 － △900 

子会社株式の取得による支出 － △47,168 

保険積立金の積立による支出 － △299 

その他 △317 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △43,141 △54,217 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 △69,386 

長期借入れによる収入 100,000 300,000 

長期借入金の返済による支出 △25,002 △67,514 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △12,485 △12,517 

株式の発行による収入 － 119,025 

財務活動によるキャッシュ・フロー △37,487 269,608 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 103,389 813,606 

現金及び現金同等物の期首残高 149,258 252,648 

現金及び現金同等物の期末残高 252,648 1,066,254 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当連結会計年度に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この結果、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益へは影響ありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会及び経営会議が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象

となっているものであります。

 当社グループは、主にコンサルティングサービス、ＣＲＭ製品、ＣＲＭ ＩＴサービスを提供する「Ｉ

Ｔ＆コンサルティング事業」と、主にコンタクトセンターを中心としたアウトソーシングサービスを提供

する「アウトソーシング事業」を展開しております。

 当社グループは、これら「ＩＴ＆コンサルティング事業」及び「アウトソーシング事業」の２つを報告

セグメントとしており、事業別のセグメントから構成されております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
 

ＩＴ＆コンサルテ
ィング事業 

アウトソーシング
事業 

計 

売上高        

外部顧客への売上高 1,802,298 2,062,736 3,865,034 3,865,034 

セグメント間の内部売上高又は振替

高 
－ 29,727 29,727 29,727 

計 1,802,298 2,092,463 3,894,761 3,894,761 

セグメント利益 551,479 348,326 899,805 899,805 

 （注） セグメント資産及びセグメント負債の金額は当社の最高経営意思決定機関において定期的に提供・使用してい

ないため記載しておりません。 
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当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日） 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
 

ＩＴ＆コンサルテ
ィング事業 

アウトソーシング
事業 

計 

売上高        

外部顧客への売上高 2,268,152 2,180,030 4,448,183 4,448,183 

セグメント間の内部売上高又は振替

高 
－ － － － 

計 2,268,152 2,180,030 4,448,183 4,448,183 

セグメント利益 569,584 382,759 952,343 952,343 

 （注） セグメント資産及びセグメント負債の金額は当社の最高経営意思決定機関において定期的に提供・使用してい

ないため記載しておりません。 

 

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事

項） 

（単位：千円）
 

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 3,894,761 － 

セグメント間取引消去 △29,727 － 

連結財務諸表の売上高 3,865,034 － 

 

（単位：千円）
 

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 899,805 952,343

全社費用（注） △642,266 △725,678

連結財務諸表の営業利益 257,539 226,664

 （注） 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

【関連情報】 

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しておりま

す。

 

(2）有形固定資産

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：千円）
 

顧客の名称又は氏名 売上高 関連する主な報告セグメント名

アスクル株式会社 774,639 アウトソーシング事業
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当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しておりま

す。

 

(2）有形固定資産

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：千円）
 

顧客の名称又は氏名 売上高 関連する主な報告セグメント名

アスクル株式会社 685,592 アウトソーシング事業

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】 

 前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 

 該当事項はありません。 

 

 当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日） 

 

（単位：千円）
 

 
ＩＴ＆コンサルティ

ング事業 
アウトソーシング

事業 
全社・消去 合計

減損損失 － － 8,744 8,744

（注）「全社・消去」の金額は、セグメントに帰属しない全社資産に係る減損損失であります。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

 前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 

 該当事項はありません。 

 

 当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日） 

（単位：千円）

 
ＩＴ＆コンサルティ

ング事業 
アウトソーシング

事業 
全社・消去 合計

当期償却額 4,805 － － 4,805

当期末残高 283,536 － － 283,536

 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】 

 前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 

 該当事項はありません。 

 

 当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日） 

 該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自 平成27年４月１日 
至 平成28年３月31日） 

当連結会計年度
（自 平成28年４月１日 
至 平成29年３月31日） 

１株当たり純資産額 243.98円 331.95円

１株当たり当期純利益金額 92.42円 42.71円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 － 42.10円

 （注）１．前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、新株予約権の残高はありますが、

当社株式は非上場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

２．平成27年12月17日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当

該株式分割が行われたと仮定して１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益金額を算定しております。

３．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前連結会計年度

（自 平成27年４月１日 
至 平成28年３月31日） 

当連結会計年度
（自 平成28年４月１日 
至 平成29年３月31日） 

１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益金額（千円） 253,700 121,720

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益金額 

（千円） 
253,700 121,720

期中平均株式数（株） 2,745,000 2,849,833

     

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 41,374

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り当期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式の概

要 

 新株予約権２種類（新株予

約権の数1,005個）。 

－ 

 

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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